
 第Ⅱ部 第１０章 ヨーロッパ主権国家体制の展開 

１ 重商主義と啓蒙専制主義（１） イギリス革命          教教教教ｐｐｐｐ204204204204（（（（LLLL20202020））））～～～～pppp202020207(L17)7(L17)7(L17)7(L17) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エリザベス１世（1558～1603）…統一法制定，アルマダ海戦  ⇒死後，テューダー朝断絶 

ス
テ
ュ
ア
ー
ト
朝 

テューダー朝 

                （1603～25） …【2           】朝創始（スコットランド出身） 

○【3         】説を唱えて専制政治→議会を無視 

 

                （1625～49） 

○議会，【5          】を国王に提出（1628） →国王，議会を解散 

○【6          】で反乱 ：〔原因〕国王による国教会の強制⇔ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞはカルヴァン派が普及 

⇒国王，議会を開催（＝短期議会）：〔目的〕戦費の調達 〔結果〕議会が国王批判→国王は議会解散 

○国王，スコットランド軍に敗北 

⇒国王，議会を再開（＝長期議会）：〔目的〕賠償金の調達 〔結果〕議会が国王批判→内戦開始！！ 

 

                     （1640～60） 

①議会派 VＳ 王党派 の内戦 

②【8          】の鉄騎隊により議会派が勝利！ 

③議会派の分裂！  【9     】派     【10     】派      【11     】派 

穏健で王政を容認     王権の制限を主張    人民主権・普通選挙を主張 

④【10     】派（クロムウェル中心）が【9     】派を追放→【12           】を処刑！  

⑤クロムウェルの独裁政治 

○【11     】派を弾圧 

○【13         】征服 

○【14     】法制定（1651）→第１次【15            】戦争（第１次英蘭戦争，1652～54） 

○終身の【16       】に就任→軍事独裁政治 

⑥クロムウェル死去→王党派と議会派が和解，国王の政治が復活（＝王政復古） 

【7           】革命 

共
和
政 

                （1660～85） …ステュアート朝復活 

○専制政治を復活，カトリック保護政策 

○議会が【18       】を制定（1673）…国教徒以外の公職就任を禁止 

○議会が【19         】を制定（1679）…不当な逮捕を防止 

※【20      】党（国王の擁護を主張）と【21      】党（王権の制限を主張）が成立…政党の起源 
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                （1685～88）  

○露骨な専制政治とカトリック復活 →議会が反発！！ 

 

               （1688） 

○議会が【24       】総督ウィレム夫妻の国王就任を要請 →ジェームズ 2 世はフランスに亡命 

○【25          ・        】が即位（共同統治），【26          】を制定（1689） 

…議会の権利・国民の権利の保護を定める 

【23      】革命 

              ○イングランドとスコットランドが合同，大ブリテン王国成立（1707） 

                （1714～27） …【29         】朝創始（アン遠縁：ドイツ，ハノーヴァー選帝侯） 

○【30          】首相（ホイッグ党）就任 

○【31        】制が形成される ：「国王は君臨すれども統治せず」 
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